
 

弓道班 県大会 男子団体優勝！ 女子団体準優勝！ 
10月 17日（土）、18日（日）に塩尻で開催された県大会新人戦で、弓道班が頭書の素晴らしい活躍を

しました。20日（火）には校長室にその報告に来てくれました（写真）。班長の２年中村優志さんと副班

長の鈴木はなさんに話を聞きました。中村さん談「１年の頃から、今の３年生や大学１年の先輩から色々

教えてもらい、１年生にも援助してもらった結果だと思います。北信大会ではガチガチに緊張してしまい

ました。県大会のトーナメントでは他の皆から、ここまで来たら楽しんで来い、と言われたので緊張せず

にできました。上位大会では支えてくれている人や今まで戦ってきた人たちに顔向けができるよう、まっ

すぐな射を引いてきたいです。」 鈴木さん談「練習では神津先生をはじめ、１年生や先輩からアドバイ

スをもらいここまで上達できました。北信大会では緊張してしまいましたが県大会にギリギリ行けて良か

ったです。県大会では控えの人が笑わせてくれてリラックスして臨めたと思います。北信越ではいつも通

りできるように、試合に臨むつもりで練習していきたいと思います。」 

運動班の団体戦で県大会において優勝、準優勝という成績は素晴らしい成績ですので、昇降口前に懸垂

幕を掲げたいと準備しています。この後は、男女ともに松本で 11月 20・21日に開催される北信越大会

に出場、さらに男子は岐阜で 12月 25・26日に開催される全国大会に出場しますので、さらなる活躍を

祈念するものです。 

 

１０月１４日（水）、公開授業でした。 
新型コロナウィルス感染症による休校のため公開授業が実施できない関

係で、秋の平日に中学生と本校保護者への公開授業を実施しました。当日

は午前から午後にかけて自由に見学して頂く時間としましたが、本校の保

護者の皆さんが 116名、中学生 29名とその保護者 11名他、合計で 157名

の皆さんに来校頂き、授業等を見学していただきました。公開授業にあわ

せて、華道班の皆さんには校舎の至る所に生け花を

飾ってもらいました。ありがとうございました。 

令和２年度 保護者・生徒・地域の皆さんへ 

長野高等学校 学校長だより 
（「学校長だより」はホームページにも掲載しています。） 
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10月 23日（金） 

華道班による生け花 



信州大学附属長野中学校での進路講演会 

各中学校では進路講演会が３年生に対

して行われています。本校の生徒さんが

ＯＢ・ＯＧとして母校の中学校で話をす

る場合や学校長が依頼を受けて講演をす

る場合があります。附属中学では、校長

に進路講演会の依頼が例年ありますが、

昨年は私（宮本）の都合がつかず教頭先

生に講演をお願いしました。今年は校長が講演す

るので、せっかくなら生徒の皆さんにも話をして

もらおうと思い、附属中学ＯＧ・ＯＢの２年小林玲奈さ

んと通崎晃史さんにお願いをしました。10月 5日（月）

当日は、宮本・小林さん・通崎さん・宮本から二人への

簡単な質問、という４部構成で 40分間の講演会としま

した。小林さんはアメリカへの留学の経験を踏まえて高

校生活で感じた事等、通崎さんは高校と中学の違いから

自身の判断基準をしっかりと持つこと等について語って

くれました。校長が一方的に講話するよりも、本校生徒

の皆さんが語るリアルな姿を中学生に伝えることで、より長野高校

が身近に感じてもらえる場になったのではないかと思っています。 

 

中庭の高野槇（こうやまき）記念樹のお話 

校舎中庭の南東角に写真の針葉樹が植えてあります。この木は昭和 26年卒（高５回）生が昭和 48年

（1973年）10月に旧校舎の中庭に植えた高野槇の記念樹です。校舎建て替えの際には現在の場所に移植

され、校舎と同じくらいの高さがありましたが、昨年の台風 19号の影響で西に傾いたために、現在は頭

を切ったうえに支えをしています。９月 24日（木）に、記念樹を植えた一人の高５回生の原哲夫先生

（写真）が来校されました。原先生は校長（宮本）が現役の高校生だった時に本校の体育の先生だった方

です。毎年来校されており、その目的は、この記念樹の下部に結わえてあ

る神棚のお札を入れ換えるためですが、今年は神棚も新調されるというこ

とでした。原先生曰く「長野高校から東大に 30人を超える合格者を輩出

したことを記念して、こ

の木をご神木としまし

た。生徒の皆さんの進路

実現を祈念するもので

す。」とのことです。本校

ＯＢ・ＯＧの思いが、校

舎のここかしこに存在し

ます。 

 
（生徒の皆さんは、この学校長だよりを読んだあと、保護者の方に渡してください） 

中庭の高野槇 原先生と新しい神棚、記念樹へ 

講演する小林さん 講演する通崎さん 

宮本からの二人への質問の場面 


